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「好熱菌由来チトクロムc552を用いた 
耐熱性酸化酵素創成の試み」 

好熱菌由来タンパク質は、一般に高い熱安定性を有し、熱水や有機溶媒に対しても
耐性を示すことから、応用を念頭においたタンパク質研究のターゲットとして、盛
んに研究がなされている。しかし、従来の研究では、目的の機能を有するタンパク
質の発見およびその部分的機能改変が主流であり、好熱菌由来タンパク質を化学に
立脚して理解し、機能改変・応用を目指す研究は、意外にもほとんど知られていな
い。本研究では、好熱菌 Thermus thermophiｌus 由来の電子伝達タンパク質、チト
クロムc552を基盤分子に用い、この分子にペルオキシダーゼの反応機構を導入する
ことで、耐熱性ペルオキシダーゼの創出をめざした。当初の試作分子では、ある程
度の耐熱性、耐久性を確保できたものの依然として、酵素機能の失活が素早く進行
した。しかし、失活過程を理解することで、その抑制が現在、ある程度可能になり
つつある。こうした展開が可能なのは、タンパク質を化学の立場で理解・応用を目
指すことの優位性といえる。 


